
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本音楽学会関東支部特別例会 
貴志康一生誕100周年記念シンポジウム 

ベルリンの日本人  
―1930年代、貴志康一とその周辺 

日 時：2009年11月6・7日（金・土） 
場 所：東京大学駒場キャンパス 

（京王井の頭線「駒場東大前」駅「東大口」下車すぐ） 
主 催：東京大学比較文学比較文化研究室および表象文化論研究室 
共 催：日本音楽学会関東支部 
協 力：甲南学園貴志康一記念室、東京国立近代美術館フィルムセンター 
企 画：梶野絵奈  
運 営：貴志プロジェクト実行委員会 
問合せ：ゴチェフスキ研究室 (gottschewski@fusehime.c.u-tokyo.ac.jp) 
U R L  :  http://fusehime.c.u-tokyo.ac.jp/symposium/kishikoichi/index.html 
  

 
ナチズムが台頭する1930年代のベルリンを 

颯爽と駆け抜けた日本人音楽家、貴志康一（1909～1937）。 
その短い生涯は、いくつもの鮮烈な挿話に彩られている。 
日本人として初めて銘器ストラディヴァリウスを所有、 

25歳でベルリンフィルを指揮、日本文化紹介のための作曲と映画製作…… 
多方面にわたる貴志の活動は、 

日本音楽史・映画史にいかなる位置を占めるのか。 
貴志の誕生から100年を経た今年、新たな視座から検討を行いたい。 

 

シンポジウム 

11月7日（土）10:00～18:00 
場所：18号館ホール 
●学生発表      

  
  
  
  
  

●インタビュー「明治生まれ、私の提琴人生｣ 
1911 1934

1935
ABC  

●貴志康一監督映画上映 
『春』 1933  

『鏡』 1933
 

●パネルディスカッション 
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生誕100周年コンサート 
11月6日（金）入場無料先着順 
18:00～プレトーク／19:00～コンサート 
場所：コミュニケーションプラザ 
 北館２階・音楽実習室 
プログラム 
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Yukari Koyasu (Pf)  

 

Ena Kajino(Vn) Ranko Kurano(Sop) 

 演奏者紹介 
  
   
 
 
 
 
ヴァイオリンを弾く貴志康一               

(1932年頃) 
 

貴志康一 
生誕100周年 


